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・ ９ 月 定 例 会 の 結 果時 会臨７ 月

７月臨時会の結果 　7月26日（月）の7月臨時会の結果についてお知らせします。
　予算関係４件を原案のとおり可決しました。

７月臨時会　議案の審議結果 会期︓７月26日（月）

■全員賛成で可決した議案

■議会に提出された報告

９月定例会の結果
　10月13日（水）に閉会した９月定例会の結果についてお知らせし
ます。
　予算関係５件、決算関係４件、条例関係５件、その他議案６件、
諮問６件を原案のとおり可決、同意、認定、適当と認めましまし
た。
　また、請願１件を採択し、修正案１件を否決、委員会議案１件を
可決、意見書案２件を可決しました。

９月定例会　議案等の審議結果 会期︓９月６日（月）～10月13日（水）

■全員賛成で可決・同意・採択・認定・適当と認めた議案等   

件　　　　　名

項目 番号 件　　　　　名
16  損害賠償の額の決定について 報 告

58
59
60
61

令和3年度(2021年度)彦根市一般会計補正予算(第7号)
令和3年度(2021年度)彦根市国民健康保険事業特別会計補正予算(第1号) 
令和3年度(2021年度)彦根市介護保険事業特別会計補正予算(第2号) 
令和3年度(2021年度)彦根市後期高齢者医療事業特別会計補正予算(第1号)

議 案
項目 番号

件　　　　　名

63

64

65

66

67

68

69

70
71
72

73

74

令和3年度(2021年度)彦根市国民健康保険事
業特別会計補正予算(第2号)

令和3年度(2021年度)彦根市病院事業会計補
正予算(第1号)

彦根市個人情報保護条例および彦根市行政手続にお
ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用および特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例案 
彦根市印鑑条例の一部を改正する条例案
彦根市スポーツ・文化交流センターの設置および
管理に関する条例の一部を改正する条例案
彦根市犯罪被害者等支援条例の一部を改正する条例案
彦根市営住宅の設置および管理に関する条例
の一部を改正する条例案
工事請負契約の締結につき議決を求めることについて 
財産の取得につき議決を求めることについて 
財産の取得につき議決を求めることについて
令和2年度(2020年度)彦根市病院事業会計の
決算につき認定を求めることについて
令和2年度(2020年度)彦根市水道事業会計の
決算につき認定を求めることについて

議 案
項目 番号 件　　　　　名

75

76

77

78

79

81

5

1～6

4

2

3

令和2年度(2020年度)彦根市下水道事業会計
の決算につき認定を求めることについて
彦根市公平委員会委員の選任につき同意を求
めることについて

彦根市教育委員会教育長の任命につき同意を
求めることについて

彦根市教育委員会委員の任命につき同意を求
めることについて
令和3年度(2021年度)彦根市一般会計補正予
算(第9号)
令和3年度(2021年度)彦根市一般会計補正予
算(第10号)
コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対
策を求める請願

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求
めることについて
彦根市議会会議規則の一部を改正する規則案
コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対
策を求める意見書案
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書案

議 案

請 願

諮 問

委員会議案
意見書

項目 番号
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■賛否が分かれた議案等  （〇︓賛成　　●︓反対　　―︓議長　　退︓退席）

９ 月 定 例 会 の 結 果

■議会に提出された報告
件　　　　　名

17

18

19

20
21

和解および損害賠償の額の決定について
令和2年度(2020年度)一般財団法人彦根市事
業公社の決算状況について

第33期彦根総合地方卸売市場株式会社の決算
状況について
第24期株式会社夢京橋の決算状況について
第18期株式会社四番町スクエアの決算状況について

報 告
項目 番号 件　　　　　名項目 番号

項目 番号 件　　　名 結
果

62

80

議 案

修正案

議 案

令和3年度(2021年度)彦根市一般会計
補正予算(第8号)  
議案第62号　令和3年度(2021年度)彦
根市一般会計補正予算に対する修正案
令和2年度(2020年度)彦根市各会計歳入歳
出決算につき認定を求めることについて

可決

否決

認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ● ● ● ● 〇 退 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 ●

● ● ● ● ● 〇 〇 ● － 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● 〇

● ● ● ● ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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　第５次男女共同参画基本計画に基づき、彦根市議会において、議員活動と家庭生活との両立および誰もが活躍しや
すい環境の整備の観点から、出産、育児、介護等を理由とする会議および委員会の欠席について、欠席事由および期
間を明文化するため、「彦根市議会会議規則」における会議の欠席に関する規定（第２条）および委員会の欠席に関
する規定（第83条）を改めました。

（欠席の届出）
第２条　議員は、公務、疾病、育児、看護、介護、配偶者の出産補

助その他のやむを得ない事由のため出席できないときは、その理
由を付け、当日の開議時刻までに議長に届け出なければならな
い。

２　議員は、出産のため出席できないときは、出産予定日の６週間
（多胎妊娠の場合にあっては、14週間）前の日から当該出産の日
後８週間を経過する日までの範囲内において、その期間を明らか
にして、あらかじめ議長に欠席届を提出することができる。

（欠席の届出）
第83条　委員は、公務、疾病、育児、看護、介護、配偶者の出産補

助その他のやむを得ない事由のため出席できないときは、その理
由を付け、当日の開議時刻までに委員長に届けなければならな
い。

２　委員は、出産のため出席できないときは、出産予定日の６週間
（多胎妊娠の場合にあっては、14週間）前の日から当該出産の日
後８週間を経過する日までの範囲内において、その期間を明らか
にして、あらかじめ委員長に欠席届を提出することができる。

（欠席の届出)
第２条　議員は、事故のため出席できな

いときは、その理由を付け、当日の開
議時刻までに議長に届け出なければな
らない。

２　議員は、出産のため出席できないと
きは、日数を定めて、あらかじめ議長
に欠席届を提出することができる。

（欠席の届出）
第83条　委員は、事故のため出席でき

ないときは、その理由を付け、当日の
開議時刻までに委員長に届けなければ
ならない。

２　委員は、出産のため出席できないと
きは、日数を定めて、あらかじめ委員
長に欠席届を提出することができる。

９月定例会で
議員活動と家庭生活との両立＆誰もが活躍しやすい環境の整備のため、

市議会会議規則改正を全会一致で可決しました︕

彦根市議会会議規則の改正内容

新 旧

市の債権の放棄について
令和2年度(2020年度)主要な施策の成果、事
務報告書および基金運用状況報告書について

令和2年度(2020年度)彦根市の健全化判断比
率等について
損害賠償の額の決定について

22～25

26

27

28

報 告
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▲既存のワンタッチパーテーション

事 業な主の算予計会般一

一般会計予算の主な事業

議案第62号　令和３年度（2021年度）彦根市一般会計補正予算に対する修正案に対して２
名（森田充議員、北川元気議員）から個人質疑がありました。

９月定例会追加議案等に対しての個人質疑

224万4千円新型インフルエンザ等危機管理体制整備事業
　避難場所等における感染症対策に万全を期すことを目的として、開設運営
に必要な備品（災害対策用プライベートルーム34基）を購入するために必
要となる経費です。
※一部国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）をもって賄います。

（事業費224万4千円のうち174万9千円を充当）
※既存のワンタッチパーテーションは〔高さ１ｍ・屋根なし〕ですが、この予算で配備するプ

ライベートルームは〔高さ２ｍ・屋根ありのファミリールーム〕の予定です。

1,833万1千円放課後児童クラブ運営事業
　放課後児童クラブの施設においては、無線LAN環境がなく、タブレット学習が実施できない状況で
あるため、無線LAN環境を整備するために必要となる経費です。
※全額国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）をもって賄います。

2,500万8千円
1,253万6千円

小学校教育用コンピュータ整備事業
中学校教育用コンピュータ整備事業

　新型コロナウイルス感染症拡大時において、児童・生徒の学びを止めることのないよう、学習者用
端末の持ち帰り時に使用する充電器および特別支援学級に在籍する児童・生徒の学習用ソフトの購入
に必要となる経費です。
※全額繰入金（新型コロナウイルス感染症対策支援基金）をもって賄います。

キャッシュレス決済ポイント還元事業
　市内店舗等へのキャッシュレス決済の普及促進による地域経済の活性化および会
計時の接触機会の低減による感染防止を図ることを目的に、QRコード決済事業者と
市が連携してポイント還元キャンペーンを実施することにより、新型コロナウイル
ス感染症拡大により大きな影響を受けた市内店舗等の売上げ回復を図り、本市経済
の活性化を図るため必要となる経費です。
※全額国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）をもって賄います。

3億5,312万7千円
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予算常任委員会

市民産業建設常任委員会
議案第66号「彦根市印鑑条例の一部を改正する条例案」等、議案２件を可決・請願１件を採択

　市民産業建設常任委員会は、９月22日（水）に委員会を開催し、議案２件および請願１件について慎重に
審査しました。

【審査】
・議案第62号、議案第63号、議案第64号、
　議案第79号、議案第81号

【主な質疑】
〇議案第62号に対して
【ひこね燦ぱれす整備関係について】
Ｑ　ひこね燦ぱれす図書館整備の時期は。
Ａ　令和６年から10年の間のできる限り早期

を想定。
【中国湘潭市との交流事業について】
Ｑ　中国湘潭市との交流事業の減額理由は。
Ａ　コロナ禍により招待・訪問ができない状

況となり、オンラインで対談や式典を開
催することとなったため。

【主な討論】
〇議案第62号に対して

反対　図書館基本整備計画に則らず、ひこね
燦ぱれすの図書館化ありきの提案であ
ることや、増築案に言及するなど答弁

議案第62号「令和3年度（2021年度）彦根市一般会計補正予算（第8号）」等、5件の議案を可決
　予算常任委員会は、９月21日（火）、29日（水）、10月13日（水）に委員会を開催し、５件の議案につい
て慎重に審査しました。

が場当たり的で不信の念を持つことか
ら反対する。
ひこね燦ぱれす図書館化には賛成だ
が、これまで検討を重ねてきた彦根市
図書館の３館体制構想の趣旨を踏ま
え、図書館用地として確保した清崎町
地先に係る市場調査等は白紙に戻すの
ではなく、予定通りに行うべきだと考
えることから反対する。

賛成　多くの市民が早期に図書サービスを受
けることができ、市民負担が将来にわ
たって大幅に軽減される現実的な方策
であることから賛成する。
彦根市図書館整備基本計画に従った、
市民要望の高い図書館の一刻も早い建
設を求めており、今回のひこね燦ぱれ
すの図書館化は、そういった市民の要
望にこたえていることから賛成する。

【結果】
・議案はいずれも原案のとおり可決

ー トポレ会員委

【審査】
・議案第66号、議案第69号
・請願第５号

【主な質疑】
〇議案第 66号に対して
Ｑ　本市以外で条例改正をしている自治体

は。
Ａ　県内で今回の本市のように改正されてい

る自治体は長浜市と野洲市である。
〇議案第69号に対して
Ｑ　10月１日からパートナーシップ宣誓制度

が始まることが条例改正の前提だが、導
入は間に合うのか。

Ａ　10月１日から導入することについては、
全く問題なく、順調に進んでいる。

【主な討論】
〇請願第５号に対して

賛成　国民の命を守る重要な資源として、食

料はどの国でも重要視されているが、
公的支援が十分なされておらず、国と
してしっかり守っていかなければなら
ない。また、彦根でも、後継者がいな
いということと、耕作放棄地が増えて
きている現状を深刻に考えていること
から賛成する。

　　　米価が厳しい現状を国の方でしっかり
と議論し、取組を進めていただきた
い。また、市においても、生活困窮者
や学生に米を支援する事業等を積極的
に推進し、彦根の農業を守っていかな
ければならないと考えることから賛成
する。

【結果】
・議案はいずれも原案のとおり可決
・請願第５号は採択
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ー トポレ会員委

企画総務消防常任委員会

【審査】
・議案第67号、議案第68号、議案第70号、
　議案第71号、議案第72号

【主な質疑】
〇議案第67号に対して
Ｑ　調査の結果、燦ぱれすが図書館として利

用できない可能性はあるのか。
Ａ　平成３年の建設で、建築基準法上の構造

基準で耐震性を有しており、一定の補修
等が必要かもしれないが、図書館として
活用できないということはないと考えて
いる。　

Ｑ　燦ぱれすは図書館としていつ頃から機能
するのか。

Ａ　令和６年から令和10年のなるべく早い時
期に、国スポ・障スポの開催に支障がな
いかたちで整備したいと考えている。

議案第67号「彦根市スポーツ・文化交流センターの設置および管理
に関する条例の一部を改正する条例案」を可決

　企画総務消防常任委員会は、９月24日（金）に委員会を開催し、５件の議案について慎重に審査しま
した。

【主な討論】
〇議案第67号に対して

反対　令和７年に国スポ・障スポがあること
を考えると供用開始がかなり先となる
可能性があり、市民サービスが低下す
る等、市民にとって間違いなくマイナ
スであることから反対する。

賛成　燦ぱれすは立地的に半径３キロメート
ル内に、城南、平田、金城、佐和山、
高宮、若葉等の学区があり、彦根市の
人口11万人の約半分の５万2000人が
居住していて、近隣の住民にとって待
望の図書館であることから賛成する。

【結果】
・議案はいずれも原案のとおり可決

議会改革特別委員会

　６月29日（火）に委員会を開催し、「災害発生

時の対応要領および行動マニュアルの改正につい

て」「滋賀大学との連携について」「協議項目等

の整理について」の３件を議題として協議しまし

た。

　「災害発生時の対応要領および行動マニュアル

の改正について」では、災害発生時の議員の参集

について、オンライン会議システムを用いること

ができるとする改正を行うことを決定しました。

　「滋賀大学との連携について」では、これまで

経済学部のみと協定を締結しておりましたが、今

年度から新たに滋賀大学全学と協定を締結しなお

災害発生時の対応要領および行動マニュアルの改正・滋賀大学との
新たな協定を締結・協議項目等を整理

すことについて決定しました。

　「協議項目等の整理について」では、「災害発

生時の議員行動マニュアルの策定」「大学との連

携」「手話通訳等の導入」「政務活動費の手引き

の見直し」を優先的に取り組む項目としてきまし

たが、これらは一定の成果をあげていることから

項目から除外しました。また、「議会ＩＣＴ化の

取組」につきましては、現在の取組の内容にあわ

せて「オンライン会議の活用」に変更することと

し、「議員間討議の活用」「議会図書室規程の改

正」と併せて、引き続き委員会で協議を重ねてま

いります。
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ー トポレ会員委

令和２年度の各会計決算を認定令和２年度の各会計決算を認定
　　　議案第73号、議案第74号、議案第75号、議案第80号の審査のため
決算特別委員会を設置し、10月6日（水）・7日（木）・8日（金）に委員会を開催しました。
委員長︓安澤 勝　副委員長︓小川 吉則
委　員︓黒澤 茂樹　小川 隆史　伊藤 容子　堀口 達也　長﨑 任男　森野 克彦　森田 充　中川 睦子

【全体】枠配分方式の成果と課題について。実質公債費比率が下がり、年々改善
されている理由について。

【歳入】市税収入率の悪化の原因と対策、市民税・固定資産税・都市計画税の不納欠損額が増加し
ている原因と評価などについて。

【歳出】結婚新生活支援補助金、移住支援金が未執行になっている理由、アプリ「ひこまち」の成
果と費用対効果、ヒューマンアクターの報酬に対する費用対効果に対する見解、ＲＰＡ・ＡＩ導
入業務検証委託料の内容と成果、クラウドファンディングに関する相談件数などについて。

【歳出】特定健診の受診率が低下している理由、みんなで応援︕ひこねカタログ
チョイス事業の経済効果、外来生物駆除委託料の妥当性、農地利用集積事業の
成果、フィルムコミッション事業の支援状況、河川愛護作業補助金の実績、空き家等対策事業の
委託内容と実績、公園緑地維持管理事業における遊具の点検頻度、指定管理者公園管理運営事業
の管理状況などについて。
　国民健康保険事業特別会計の傷病手当金の内容について。水道事業会計の老朽化した水道管の
状況と、更新実施状況などについて。

【歳出】「我が事・丸ごと」の地域づくり推進事業の実績、生活困窮者自立支援事
業の相談実績、奨学金返済支援制度の効果、福祉サービス調整委員設置事業の詳細
な実績、老人福祉センターの利用状況から見える課題、子ども・若者支援事業内容と実績、学校
支援・いじめ対策事業の内容、スクールサポーター配置事業の効果と実績、いじめの実態把握状
況とその対応、特別支援教育支援員の配置状況などについて。
　介護保険事業特別会計のはり・灸・マッサージ施術費給付事業の利用者減に対する見解などに
ついて。

【反対】本市が取り組んだカタログチョイス事業では、市内事業者の5％しか参加していないこと
や、利用件数に大きな格差が生じているなど問題が生じており、多額の事業費を使うのであれ
ば、大きな経済効果を生む事業にすべきであった。また、住宅リフォーム事業など地域経済再生
に寄与できることが分かっていながら事業費を削減していることや福祉を優先する施策がなされ
ておらず、市民の暮らし・健康を守る観点からも不十分であったことなどから反対する。

議案はいずれも原案のとおり
認定

決算特別委員会

※ヒューマンアクターとは、各自治会で開催されている「人権のまちづくり懇
談会」の開催支援をしている方のことです。（本市の独自制度）

※RPAとは、「Robotic Process Automation」の略称でソフトウェアロボット
による業務プロセスの自動化のことです。

※AIとは、「Artificial Intelligence」の略称で人工知能のことです。
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その他の質問

▲彦根市役所

▲ひこね燦ぱれす

Q AQ A

Q AQ A

・新型コロナウイルス感
染症への対応について

・2025年国民スポーツ大
会・全国障害者スポー
ツ大会について

・彦根城世界遺産登録に
ついて

公 政 会 質問者

黒澤　茂樹議員
福祉病院教育常任委員会

問質表代

Ｑ　有効活用とは到底考えにくい、「ひこね燦ぱれす」を図書館に転用する案について、改修に
係る経費や耐震性能への影響等、具体的な金額や躯体の状況が全く分からない中で、何を基
準にして図書館転用案の是非を審議、判断するのか。

Ａ　これから実施するひこね燦ぱれす図書館化調査検討業務において改修や増築の概要および概
算経費を算出し、彦根市図書館整備基本計画を見直す中で固めていく。改修はできるだけ既
存の構造を活かし、耐震性能
に影響を及ぼさない改修とす
る。

　　審議するのは図書館整備の
ための基礎的な調査検討業務
の委託実施についてであり、
集会所機能を備えた建物を図
書館に改修するという特殊な
事情もあることから、整備後
のイメージを描きにくいとは
思うが、審議をお願いした
い。

Ｑ　令和４年度予算編成方針、予算編成方式および市長特別枠を設けることについて見解を問
う。

Ａ　歳入確保が厳しいことから、不要不急の事業や優先順
位の低い事業について見直しを行う一方、市長公約であ
る「新型コロナウイルス対策事業」を最優先課題とし、
また、若い世代が出て行かず、移り住んでもらえる市を
目指し、子育て支援、子育て環境の充実に努める。査定
方式は、全ての事業について一件ずつ丁寧に見直すこと
が必要と考えており、一件査定方式の可能性を検討して
いる。市長特別枠については、一件査定方式を検討して
おり、特に設けることはしない。

特殊な事情もあるが審議を
願う

「ひこね燦ぱれす」図書館
転用案は

新型コロナ対策事業を最優先
する令和４年度予算編成方針は
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その他の質問

▲市内小学校のタブレット授業風景

▲彦根市の財政

Q AQ A

Q AQ A

・市長公約について
・入札制度について
・福祉施策について

夢みらい 質問者

小川　吉則議員
福祉病院教育常任委員会

問質表代

Ｑ　国のＧＩＧＡスクール構想により、彦根市においても昨年度末までに全小中学生に一人一台
のタブレットが配布された。タブレット授業の状況は。

Ａ　タブレット端末を使い、市内24校全ての学校において昨年度末から授業での活用を始めて
いる。具体的には、個々の力に合わせて問題にあたるドリルソフトを使っての学習、また、
課題解決に向けて、インターネットを使った調べ学習、カメラ機能を使った観察や、動画撮
影など、ＩＣＴの良さを活かして学びの幅を広げている。

　　また、教員は従来は紙で配布していたプリント類に替えて、教員用端末から学習者用端末
へ資料画面を送信し
たり、学習課題や資
料を大型テレビやプ
ロジェクターに提示
をしたりするなど、
ＩＣＴの特徴を活か
し、効果的、効率的
な指導を行なってい
る。

Ｑ　市の財政は健全であるのか。令和２年度決算における、財政健全化判断比率の４つの指標は
どうなるか。財政調整基金と減債基金などの積立金はどうなるか。

Ａ　現時点では健全な財政状況であると言えるが、今後は今まで以上に注意が必要と考える。
　　実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字は発生していない。
　　実質公債費比率は、平成30年度から令和２年度までの３か年度平均で6.6
％となり、前年度の7.3％から0.7ポイント改善した。将来負担比率は46.7
％となる。

　　財政調整基金と減債基金の残高は、令和３年５月の発表では令和３年度末
に残高が約11億円となる見通しだったが、９月補正予算において、財政調
整基金積立金５億6,068万９千円、減債基金積立金２億円を計上し、令和３
年度末の両基金を合わせた残高が約17億円となる見通しである。

市内全小中学校で授業に活用タブレット授業の状況は

健全だが今まで以上に注意が
必要財政は健全であるのか
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問質人個

その他の質問

北川　元気議員
企画総務消防常任委員会

・新型コロナウイルス感
染症のワクチン接種に
ついて

・発達障害児の支援につ
いて

▲図書館として生まれ変わる燦ぱれす

Q

A

Q

A

市政について
質す!

18人の議員が、市政に対する個人質問を
行いました

9月定例会個人質問9月定例会個人質問

Ｑ　燦ぱれす図書館化を判断した理由は。
Ａ　燦ぱれすを図書館として有効活用することで市民にとって
４つのメリットがあると考える。

　①本市には現在、図書館が１館しかなく、しかも市北部に偏
在しているため学区により図書館利用率に差が生じている
が、燦ぱれすを図書館として整備することによりその状況
が早期に改善される。

　②燦ぱれすは、ＪＲ南彦根駅に近く交通の拠点であり、道路
事情も良いうえにスポーツ・文化交流センターに隣接し、
大型商業施設にも近いことから市民の利便性が高まる。

　③まだ使える建物を解体せずに残して図書館化することで市民の資産が守られ有効活用が図
られる。

　④国庫補助対象事業とすることで、市民の負担が将来にわたって大幅に軽減される。

市民にとって４つのメリットが
あるため

燦ぱれす図書館化を判断した
理由は

ライブ・録画配信の視聴について
　本会議は、ライブ・録画配信ともに、映像でご視聴いただけます。
　また、常任委員会と特別委員会については、ライブ配信を映像でご視聴いただ
けます。
　配信については、左のQRコードまたは「彦根市議会インターネット映像配信」
にてご覧ください。（http://www.hikone-city.stream.jfit.co.jp/）

各議員の質問をQRコードから見る
　各議員ページ右上のQRコードを読み取っていただくと、それぞれの議員の質問内容に関
連する録画映像配信ページにつながります。

本会議では、
事前申し込みによる
手話通訳を
実施しています。
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問質人個

伊藤　容子議員
市民産業建設常任委員会

▲スミス記念堂（NPOスミス会議）

Q

A

Q

A

森野　克彦議員
企画総務消防常任委員会

▲国土交通省の実態調査で公表
　された市内の「危険なバス停」

Q

A

Q

A

お城以外の歴史遺産・観光資源
を活用したい

お城以外の文化財の積極的な
活用は

・シティプロモーション
について

・市民協働を提案公募型
にしては

・市民活動の支援・推進
に補助金支出一覧表を
活用しては

彦根市内の「危険なバス停」は
22か所ある

彦根市内の「危険なバス停」の
数は

・特殊詐欺被害防止対策
について

・彦根シティマラソンのオ
ンライン開催について

・彦根市の少子高齢化対
策について

その他の質問

その他の質問

※『危険なバス停』・・・横断歩道
や交差点のそばに設置さ
れ、停車したバスで死角が
でき、交通事故を誘発する
恐れがあるバス停。

Ｑ　国土交通省の実態調査で公表された彦根市内の「危険なバス停」
の数は。

Ａ　安全対策が必要と考えられる彦根市内の「危険なバス停」は22か
所ある。

Ｑ　安全対策の実施の現状は。
Ａ　現状においては対策の実施には至っていない。
Ｑ　バス停の移設や横断歩道の移設などの抜本的な対策までにできる対策は。
Ａ　今できる対策として、「危険なバス停」での事故の危険性について周知
するとともに必要な啓発活動を行うことで安全性の向上に努めていく。

Ｑ　安全対策完了までの実施スケジュールは。
Ａ　具体的な対応は運行事業者において行われるものと考えるが、現時点で
は具体的なスケジュールは示されておらず、本市としてもできるだけ早く
対策が完了するよう必要な支援を行っていく。

Ｑ　文化財整備と産業団体との連携は。
Ａ　特別史跡彦根城跡の整備基本計画の策定では、観光や産業団体から
助言頂いている。

Ｑ　文化財整備について観光産業等関係の方々と連携しては。
Ａ　世界遺産登録に向けて諸団体と連携しており、観光等について
も今すすめているところで、今後も必要と考える。

Ｑ　お城以外の文化財（八景亭・旧木俣屋敷・金亀会館等々）の積
極的な活用は。

Ａ　体験型・滞在型の観光推進が非常に重要であり、お城以外の歴
史遺産・観光資源を有効に活用したい。市内の文化財についても
保存修理を中心とし、様々な活用方法を検討したい。

Ｑ　今後の文化財整備についての考えは。
Ａ　完全な民間活力で修理保存したスミス記念堂のように民間活力
を使いながら保存できないか研究したい。
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問質人個

堀口　達也議員
福祉病院教育常任委員会

Q

A

Q

A

馬場　和子議員
企画総務消防常任委員会

▲認定子ども園の建設が予定されている旧金亀荘

Q

A

Q

A

その他の質問

その他の質問

▲現在のオンライン授業の様子

・ヤングケアラーの実態
調査が必要では

・SNSチャットなど相談
環境を整備しては

・子どもの居場所づくり
に対する予算は

・新庁舎の屋上展望台・
花壇について

・100歳大学やシルバー
世代応援方策について

・彦根市民会館閉館に伴
う課題等は

オアシスやICT活用など充実を
図る

不登校問題解決に向けた教育長の
方針は

新たな認定こども園の整備用地
として活用

旧金亀荘の現状と今後の
方向性は

※バイブリッド型授業とは、オンライン
方式と対面方式を組み合わせて実施す
る授業のことです。

Ｑ　市有財産の有効活用の観点から福祉ゾーン内にある旧金亀荘の現
状は。

Ａ　現在は主に、彦根市民会館に保管されていた埋蔵文化財等の一時
保管場所として活用している。

Ｑ　今後の活用の方向性や構想は。
Ａ　市立幼稚園・保育所・こども園施設整備計画に基づき
中央中学校区の就学前児童数と、市民ニーズの推移を分
析し認定こども園の建設用地とするため、所管を福祉保
健部障害福祉課から子ども未来部幼児課に移管した。

Ｑ　保育園機能も兼ねた認定こども園と、現在の金城幼稚園は併設するのか。
Ａ　老朽化の著しい金城幼稚園は建て替えに合わせ認定こども園とすることとし、旧金亀荘跡地
に建設を予定している。金城幼稚園の閉園と新たなこども園の開設が重なるためスムーズな
移行の準備をしたい。

Ｑ　不登校児童生徒の現状は。
Ａ　令和元年度で小学校80人、中学校124人。
Ｑ　オンライン授業導入に対する見解は。
Ａ　不登校児童生徒への繋がりや学びを保障する有効な方策のため、一人ひとりの状況に応じ選
択できるようにする。

Ｑ　Teamsを活用したオンライン相談を行っては。
Ａ　不登校児童生徒が社会との繋がりを持つ大切な支援のため、
スクールカウンセラー等と協力し、相談など活用を進める。

Ｑ　ハイブリット型授業に対する見解は。
Ａ　分散登校とオンライン学習を組み合わせた授業は、不登校児
童生徒の学びを保障するための有効な手段である。

Ｑ　教育長の方針は。
Ａ　不登校児童生徒の多様な学びを確保する必要があるため、オア
シスやフリースクール、ICTを活用した学習支援など充実を図る。



ひこね市議会だより 第155号 13

問質人個

中野　正剛議員
企画総務消防常任委員会

▲SDGsについて村の具体的な取組を紹介している茨城県美浦村の
　「広報みほ」（抜粋）

Q

A

Q

A

安澤　勝議員
市民産業建設常任委員会

▲鳥居本駅の横断幕

Q

A

Q

A

広報やホームページで市民への
周知を図る

SDGsの具体的な達成目標を
示しては

・彦根市の消防・災害時
におけるドローンの活
用について

・彦根市ＬＩＮＥ公式ア
カウントの防災・災害
情報について

検討には十分値する

中学生の活躍をお祝いできないか

・中学生への激励金は
・学校関係者のワクチン

接種状況は
・市職員のワクチン接種

状況は

その他の質問

その他の質問

Ｑ　広報ひこねに中学生の活躍を記事掲載する検討はできないか。
Ａ　紙面の量も限られており、全ての中学生の活躍を紹介することは

難しい。
Ｑ　本市にある高校や本市出身の選手同様に横断幕等の対応が必要では。
Ａ　周知することは大変有意義だが、設置する場所が限られて

おり中学生の活躍について横断幕等での周知は難しい。学校
において寄付された懸垂幕等が掲示されている。

Ｑ　なぜ中学生の活躍は同様にお祝いしてもらえないのか。
Ａ　広報への掲載も含めて検討には十分値する。全ての活躍と

なれば難しいが、全国大会ということは素晴らしいこと。ス
ポーツのまち彦根というスローガンの基に進めるのであれ
ば、現在建設中のスポーツ・文化交流センターに設置できな
いか検討していきたい。

Ｑ　SDGsについて彦根市における具体的な達成目標を示してはどうか。
Ａ　SDGsの取組は、大変重要であるという認識のもと、次期「彦根市

総合計画」を始め、「彦根市男女共同参画計画」や「第２次彦根市
多文化共生推進プラン」、「第３期彦根市環境基本計画」などに反映させて各分野において全
庁的に推進を図っていくこととしているが、広く市民の皆様への周知までには至っていな
い。

　　今後、SDGsの各目標について、「彦根
市総合計画」の政策・施策の推進によ
り、具体的にどのような形で達成してい
くことになるのか、本市におけるSDGsの
達成目標を明確にし、「広報ひこね」や
市ホームページ等を通じて、市民の皆様
への周知を図っていく。

※SDGsとは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。



ひこね市議会だより 第155号14

問質人個

中川　睦子議員
市民産業建設常任委員会

Q

A

Q

A

小川　隆史議員
企画総務消防常任委員会

▲ひこね燦ぱれす

▲学習者用端末の充電保管庫

Q

A

Q

A

その他の質問
・彦根市のごみ減量の推

進について
・社会情勢の変化と地域

ニーズにあった子育て
環境の充実について

教職員が一丸になり、課題の
解決に努める

感染拡大の中、子どもの命と学びの
保障は

複合的施設の可能性は前向きに
検討する

複合的施設としての図書館化は

Ｑ　燦ぱれすの図書館化について、城南学区連合自治会長会議や他町の自治会役員、子ども会
長、老人クラブ連合会役員等はいずれも賛成されているが、ここでの聞き取りの結果、本を
読むだけの図書館以外に飲食、講座、子育て相談、親子教室、避難場所など多目的機能を合
わせ持つ複合的な施設整備を望む声が多数あった。市民の声をどのように受け止めているの
か。

Ａ　図書館の必要なスペースを確保してから、他のエリアで多様なサービスを提供し、交流棟と
の機能の役割分担を含めて、複合施設の可能性を前
向きに検討する。

Ｑ　緊急時に、母子、妊産婦専用の避難所にならない
か。

Ａ　小さなお子さんを持たれる方にはありがたい避難所
になるので、先進事例等を踏まえ、しっかり検討し
ていく。

Ｑ　学校給食だけが栄養のとれる食事という家庭もある中、コロナ禍
での給食提供は。

Ａ　２学期から感染防止対策の一つとして、適切な栄養がとれるよう配慮のうえ、配膳過程の省
略のため、小学校一品減、中学校の主食は個包装のパン・麺とした。

Ｑ　コロナ禍で、家庭環境による格差拡大の恐れがある。すべての子どもの豊かな成長の保障の
ため、柔軟な対応が求められる。オンライン授業ですべて
の子どもの学びが保障されるのか。

Ａ　家庭での操作に困って不安な時は複数の教員が連携・
協力して関わり、問題解決に努めている。

Ｑ　子ども一人で不安な時、個別訪問は行えないか。
Ａ　教員の働き方改革を進めている中考えていないが、事

務局に連絡があれば学校と相談して訪問等、環境の改善
に取り組む。



ひこね市議会だより 第155号 15

問質人個

矢吹　安子議員
企画総務消防常任委員会

▲「道」が運営する「森のお家」の様子

Q

A

Q

A

長﨑　任男議員
企画総務消防常任委員会

▲図書館（中央館）建設予定地の清崎町地先

Q

A

Q

A

施設整備補助などできる支援策
を講じたい

医療的ケア児施設の拡充が必要
では

・ 彦 根 市 少 年 山 の 家 の
「自然の家」について

・「比婆神社」等の広報
活動への見解は

・「男鬼町」復活につい
ての見解は

清崎町は間違いなく中央館建設
候補地である

清崎町に間違いなく図書館は
建設されるのか

・８月豪雨災害に係る避
難所運営に問題はなか
ったか

・土砂災害危険個所の再
点検は行ったか

その他の質問

その他の質問

Ｑ　昨今の新聞等マスコミ報道により、清崎町に決まった中央館候補
地が燦ぱれす跡地にすり替ってしまうのではとの不安の声が私のも
とに多数寄せられている。改めて聞くが、中央館の建
設用地に決定された清崎町に間違いなく図書館は建設
されるのか。

Ａ　中央館の整備は、厳しい財政状況のため延伸せざる
を得ない状況だが、清崎町は間違いなく候補地であ
る。

Ｑ　清崎町地先に決まった中央館建設に対し、遅くとも
市長の任期中に何らかの進展を見せるべきでは。

Ａ　一日でも早く財政状況を好転させ、財源を確保し、
遅くとも市長の任期中に何らかの方向性を示せるよう
全力を傾注したい。

Ｑ　医療的ケア児の人数は。
Ａ　本市では令和３年８月31日時点で26人。
Ｑ　医療的ケア児の家族の負担内容は。
Ａ　経管栄養、喀痰吸引、酸素補充療法、人工呼吸器の装着、気管切

開、導尿等、日常生活において多くのケアを担っている家族の負担
は大きい。

Ｑ　医療的ケア児支援の啓発活動は。
Ａ　子どもや家族が温かく受け入れられ、幸せに暮らせる支援と市民

の理解を深めていただくため、各種イベントなどで啓発活動に取り
組む。

Ｑ　医療的ケア児支援法を受け、小学生以上の利用施設の拡充を願う
が見解は。

Ａ　「青い鳥会」、「道」が家族の負担を軽減するサービスを提供さ
れているが、医療的ケアの必要な子どもが利用できる事業所の拡充
に向けて、施設整備補助などの支援策を講じていきたいと考える。

※医療的ケア児とは、心身の機能に障害があり、呼吸や栄養摂取、排泄などの際に医療機器や
ケアを必要とする方たちのことです。



ひこね市議会だより 第155号16

問質人個

林　利幸議員
福祉病院教育常任委員会

Q

A

Q

A

森田　充議員
市民産業建設常任委員会

▲令和４年６月竣工予定　スポーツ・文化交流センター

▲緊急事態宣言に伴う休業要請等に従う飲食店

Q

A

Q

A

何らかの支援方策を前向きに
検討している

独自の協力金・支援金は考えて
いないのか

・新ごみ処理施設へのア
クセス道路について

合宿誘致は有効な施策と認識
している

新施設の稼働率を上げるための
施策は

・ヤングケアラーを知っ
てもらう啓発活動が必
要では

・スポーツ振興から見た
地場産業の活用は

その他の質問

その他の質問

Ｑ　彦根市スポーツ・文化交流センターの稼働率を上げるための施策
は。

Ａ　指定管理者の選定時に魅力的な各種教室や講座の開催など企画・実効性のある提案を求めて
いく。合宿誘致については、県内はもとより、県外に向けて当施設のことを知ってもらう必
要があるので、指定管理者や宿泊、飲食などの関係団体
とも連携しながら広報活動やイベント、各種大会の誘致
に努め、取組の中で、当施設を合宿先の選択肢に入れて
もらうことが重要と認識している。

Ｑ　各種施設との連携は。
Ａ　関係各所と連携し、スポーツ、宿泊、観光の各種施

設、食や物産等に関する情報や観光メニュー等を積極的
に発信し、「彦根市で合宿がしたい」と思っていただけ
るコンテンツを創出していく。

Ｑ　市長はコロナ禍の市内経済の現状をどのようにお考えか。
Ａ　今般の緊急事態宣言に伴う休業等要請で市内事業者の方々は大変なご苦労を強いられている

ものと認識している。
Ｑ　市内で破産等法的整理の準備に入った企業や事業者

はないか。
Ａ　彦根商工会議所・稲枝商工会に加入する会員のうち

令和２年４月以降市内で少なくとも58件の廃業があっ
た。

Ｑ　飲食店等への彦根市独自の協力金や支援金は考えて
いないのか。

Ａ　その必要性は十分認識しているので、財源等も踏ま
え何らかの支援の方策について前向きに検討してい
る。



ひこね市議会だより 第155号 17

問質人個

野村　博雄議員
福祉病院教育常任委員会

Q

A

Q

A

角井　英明議員
福祉病院教育常任委員会

▲ホースカー

▲更なる利便性向上が期待される愛のりタクシー

Q

A

Q

A

更なる割引等の検討や公共交通
充実に努める

愛のりタクシー利便性向上や
公共交通充実は

・コロナ禍での高齢者支
援の充実について

・学力向上への取組につ
いて

・ふるさと納税・企業版
ふるさと納税について

道路狭隘地区の計画策定や調査
の実施

火災時における安全・安心の
体制は

・彦根市の図書館の充実
について

・コロナ感染症拡大のな
かでの医療体制につい
て

その他の質問

その他の質問

Ｑ　愛のりタクシー回数券の販売場所充実や路線バス乗務員の確保への
取組は。

Ａ　取組を適宜進めており、今後も利用者のニーズに基づき検討を行
い、また運行事業者とも協力しながらしっかり進めていく。

Ｑ　例えば令和元年度の路線バス河瀬線の再編等、バス路線の再編が市民に与える影響への見解
と対策は。

Ａ　多くの市民に影響を及ぼすと考えており、令和元年度には路線
バスの代替交通手段となる愛のりタクシーの運賃引き下げや「ふ
く割」「乗り継ぎ割引」等も導入した。更に停留所の増設、ダイ
ヤの見直し、割引制度の充実等今後も検討していく。

Ｑ　公共交通充実の為、路線バスや愛のりタクシー以外の方策への
取組は。

Ａ　公共交通部門と福祉部門が緊密に連携ししっかり協議を進めて
いく。

Ｑ　火災時、大型の消防車が入れない地域はあるか。
Ａ　道路が狭隘で、消防車両の進入が困難である地域のうち、部署し

た車両から50ｍ以上離れる地域を道路狭隘地区として把握している。
Ｑ　どういった対策が講じられているか。
Ａ　狭隘地域の道路状況や消防水利状況などを考えて「道路狭隘地区警備計画」を策定し、定期

的に道路や建物、消防水利の状況等の調査を実施して
いる。有事の際には、この計画に基づき、消防車両が
通行できない狭隘な場所でも１本20ｍのホースを10本
以上積載し、ホースの長距離延長が可能なホースカー
等を活用して対応する。

Ｑ　該当地域への周知はできているか。
Ａ　文書等での周知は行っていないが、地域の防火防災訓

練指導等で周知に努めている。



ひこね市議会だより 第155号18

問質人個

和田　一繁議員
市民産業建設常任委員会

Q

A

Q

A

辻　真理子議員
市民産業建設常任委員会

▲

大
橋
選
手
の
出
身
中
学
校
︵
東
中
︶
に

　

掲
げ
ら
れ
た
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
懸
垂
幕

▲彦根市コンベンション施設ガイド

Q

A

Q

A

本市の観光誘客、交流人口の
増加に取り組む

今後のコンベンションサービス
の考えは

・彦根市の観光組織につ
いて

・特別史跡内の環境整備
状況について

・彦根市の交流人口増加
策について

県に要望している

公営プールの新設は

・燦ぱれす図書館化の補
正予算について

・民間フリースクール公的
支援の早期実施について

・自動心臓マッサージ器
の有効性は

その他の質問

その他の質問

Ｑ　今後のコンベンションサービスについての考えは。
Ａ　彦根城の世界遺産登録や国スポ・障スポを始めとして、本市の観光

にとっては、国内外からの注目が集まる大きなチャンスであると捉え
ているので、関係団体等とも連携しながら、コンベンションの支援を
含め、本市への観光誘客、交流人ロの増加に取り組んでいく。

Ｑ　コンベンション施設を含む宿泊施設誘致の考えは。
Ａ　現状のコロナ禍の中、海外旅行客の激減や国内での移動自粛によ

り、宿泊業界の冷え込みは一層厳しく、新規立地には、慎重にならざ
るを得ない状況であると推察される。コンベンション機能を有する宿
泊施設を誘致することは、地域経済の活性化や観光誘客に大きく寄与
することから、誘致に向けた調査研究に努めていく。

Ｑ　東京オリンピック競泳で金メダル２個を獲得した大橋悠依選手、
パラリンピック競泳で金メダルを獲得した木村敬一選手などの彦根
市出身やゆかりある選手たちを、スポーツ・文化交流センターで顕
彰する予定は。

Ａ　センター内にスペースを設け、顕彰したい。
Ｑ　現在、彦根市には公営プールがないが、新ごみ処理施設の熱を利用して

プールを整備して市民に開放すれば、第二・第三の大橋選手が誕生するこ
とが考えられるが、新ごみ処理施設計画と並行して推進する考えは。

Ａ　プールについては国スポ・障スポ主会場整備のため取り壊されたことか
ら、県において建設すべきものと考えるので、今後も、引き続き県に要望
していく。



ひこね市議会だより 第155号 19

せら知お・

災害時の参集訓練を実施し、オンライン会議システムを活用して連絡体制の確認などを行いました︕

赤井　康彦議員
市民産業建設常任委員会

Q

A

Q

A
その他の質問

・スポーツ・文化交流セ
ンターのオープニング
イベントは

・ひこね燦ぱれす図書館
化への市長の決意は

できるだけ早く実現するように
取り組んでいく

南彦根駅にエスカレータを設置
すべきでは

問質人個

▲ＪＲ大津・米原間で唯一エスカレーターのない南彦根駅

・実施日時︓令和3年9月1日（水） 午前9時00分から午前9時30分まで
・実施場所︓彦根市役所本庁舎議会会議室
　　　　　　およびオンライン会議システム（Zoom）
・参　加　者︓彦根市議会議員23名、事務局8名
・訓練内容︓安否確認および被災状況の報告・共有

【訓練想定】
　非常に強い台風の接近に伴い、滋賀県では断続的に大雨が降り
続き、彦根市内を流れる主要河川が、避難判断水位（特別警戒水
位）を突破した。また、新型コロナウイルスの感染も拡大してい
る状況。こうした状況の中で、震度6の鈴鹿西縁断層帯を震源と
する直下型地震が発生し、震源地に近い彦根市では市内各所で被
害が発生した。災害発生後、彦根市においては彦根市災害対策本
部が設置された。

【訓練詳細】
　午前8時45分に災害が発生したと想定。市議会で構成する彦根市議
会災害対策支援本部を本庁舎に設置し、本部役員（会派代表者）が午
前9時にオンライン会議システムにて参集しました。その後、本部長
（議長）の判断により午前9時10分に本部員（全議員）を招集し、午
前9時20分にオンライン会議システムにて参集、議席番号順に自身の
安否と周囲の被災状況を報告・共有しました。

Ｑ　現在、市内ＪＲの中で唯一エスカレーターの無い南彦根駅にエスカ
レーターを設置すべきであると考えるが市長の考えはいかがか。

Ａ　必要性は十分に認識しているのでしっかりと都市再生整備計画に位置付け、できるだけ早く
実現するように取り組んでいく。

Ｑ　図書館とスポーツ・文化交流センターができた
時、バスの停留所は今現在福満公園近くに一か所あ
るが燦ぱれす側にも停留所を作ってはいかがか。

Ａ　現在の路線上に燦ぱれす付近で乗降できる停留所
を増設することで新施設へのアクセスを向上させる
ことになると考えており、運行業者と協議する。

Ｑ　渋滞解消の新たな考えは。
Ａ　ひこね市文化プラザや近隣の企業駐車場を借用

し、シャトルバスを運行するなどで対応。
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月　日 内　　　　容 時　刻
11月29日（月）
12月 6日（月）
12月 7日（火）
12月 8日（水）
12月10日（金）
12月13日（月）
12月14日（火）
12月15日（水）
12月20日（月）

９︓00

９︓00

９︓30
９︓30
９︓30
９︓30
９︓00

開　　会

個人質問

予 算 常 任 委 員 会
企画総務消防常任委員会
福祉病院教育常任委員会
市民産業建設常任委員会

閉　　会

　長引くコロナ禍によ
り、彦根市議会におき
ましても本会議の際、

議場に入る議員を減らす等、徹底した感染症
対策を実施しております。
　さて、９月定例会では、２会派による代表
質問と18名の議員による個人質問を行いまし
た。これからも日々研鑽を重ね、皆様のお声
を市政に反映することができるよう努めてま
いります。
　また、９月１日には彦根市議会議員参集訓
練（情報伝達訓練）を実施しました。訓練で
は、議員それぞれが自宅等からリモートで安
否確認や被害状況等の報告を行いました。コ
ロナ禍で様々な場面においてICT化が進みま
したが、市議会においても、今後も研究を重
ね、更に活用を進めていきたいと考えており
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会

次の定例会は次の定例会は次の定例会は

11月29日開会です11月29日開会です

　滋賀大学経済学部と彦根市議会は平成29年8月1日
に「滋賀大学経済学部と彦根市議会との連携および
協力に関する協定書」を締結し、事業を進めてまい
りましたが、滋賀大学にデータサイエンス学部が設
置されていることなどから、枠組みを発展的に拡大
し、令和3年8月5日、国立大学法人滋賀大学と彦根
市議会は新たに連携・協力に関する協定を締結しま
した。
　なお、本協定書は、大学における教育研究活動や
市議会の広報広聴活動等を通じて両者が連携し、協
力を行う体制の充実を図ることにより、相互の発展
ならびに地方自治および地域社会の活性化と地域創
生を担う人材の育成に資することを目的とするもの
です。
　今後は、議員が大学の授業に参加し、学生と意見
交換を行うほか、議
会としてのインター
ン シ ッ プ の 受 け 入
れ、また、大学と協
力してビッグデータ
を 利 活 用 す る 等 、
様々な可能性を模索
し、実施してまいり
ます。


